
  

 
８月２５日、大分市議会・議会運営委員会が開催され

ました。第３回定例市議会の会期は９月１日から２５日で

す。１５日までは、補正予算などの審議が行われます。１

６日から２５日は令和元年度の決算審査が行われます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(第２回定例市議会・一般質問より) 

提案される議案は１４件、９月補正額は約６２億円(新型

コロナ感染症関連・令和２年７月豪雨災害関連)等となって

います。また東大分・南大分幼稚園など４園を廃園する条

例案も提案されています。さらに令和元年度大分市歳入歳

出決算、令和元年度大分市上下水道事業会計決算の認定な

どです。党大分市議団としては、新型コロナウイルス感染

症の急拡大の中での、検査体制の強化拡充、先の豪雨被害

の対策など、市民から寄せられている暮らしと福祉の切実

な願い実現に全力をつくします。 

 
２２日、結成総会は臼杵市民会館でおこなわれました。

１部は、風力発電事業と住民の暮らしと題して高島先生の

講演が行われました。 

               ２部は、結成総会がお

こなわれ、経過報告・

当面の運動方針・規約

の提案が行われ拍手で

承認されました。役員

の提案も拍手で承認さ 

(臼杵市民会館)     れました。 

当日は風力発電事業が計画されている大分市・臼杵市・

津久見市・佐伯市の住民約６０名あまりの参加がありまし

た。私も役員として係わることになりました。 

 

 

８月１８日、九州いっせい宣伝は、大分駅前でおこないま 

した。 

               私は、８月１２日、新型

コロナウイルス急拡大に

ともなう、大分市への５

項目の緊急申し入れや、

７月の豪雨被害の現地調 

(祝祭広場前にて)    査や対策方について、訴

えました。 

 
８月１日、現地調査をおこなった王子山の手地区では、県

立図書館北側一帯で床下浸水にみまわれました。 

                豪雨時の緊急ポンプの

設置連絡を迅速におこ

なうこと。排水を調整

して浸水にならないた

めの調査も開始されま 

(住民から被害状況を聞く福間)  した。 

 
●車いす利用の男性、要支援から要介護２に変更申請が行

われました。 

●児童扶養手当全額不支給通知で戸惑っていたひとり親の

申請変更で１分支給へ変更となり、ひとり親医療も対象

となり、安心して入院できることになりました。 

●コロナ禍で仕事を失った家族より、無事生活保護申請が

認められました。ご連絡をいただきました。 

●新型コロナで仕事を奪われた青年、脳梗塞で緊急入院し

た母親の対応、借家人との住宅立ち退き問題、「パワハラ」

を受けた労働者からの相談などに対応しました。 
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